
【別紙】

　ワークショップの結果　【会場：小山田振興センター】

住み続けたいと思える花巻にするには

人口減少
少子化

・地域の中に若者が少ない。
・子どもや学校教育の充実。
・人口減少が進んでいるが止めることは
　困難。その中で住民が生きがいを見い
　だすには。
・若者の職場の確保。
・若者の地域からの流出。
・一人暮らし高齢者の増加。
・少子化により学校の存続が心配。小山
　田保育園の閉園が心配。
・東和病院はなくならないように。

・外部から子育て世帯を呼び込む。
・結婚できる生活基盤の整備。
・小山田の良さを発信する。
・移住者との意見交換の実施。
・高齢者を地域で見守りできる環境を皆
　で考える。
・高校生や大学生が花巻をどのように考
　えているのか意見を聞く機会をつく
　る。
・逆の発想で東京ツアーを企画する。

地域課題

・自治体活動の不活発化。（年１回の年
　祝いはやるだけ）
・地域活動が寂しいけど忙しい。
・自治会に入らない人がいる。
・除雪の支援など相談できる人が多く
　なった。
・高齢者が安心して過ごせる町にした
　い。
・地域の高齢化によるなり手不足。
・後継者不足。
・そもそも担い手が不足している。

・若いときから参加できるイベントを構
　築する。組織の統合や見直しの実施。
・役員や団体等の統合。
・役員報酬の増額。
・小単位の行事を増やす。
・組織を広域化し統合を促進。

【テーマ】

分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

そもそも

・元気のある花巻であるように。
・現状の花巻の問題がわからない。
・地域別の意識の違い。
・花巻に元気がないと小山田も元気にな
　らない。

・誰にでも優しい情報発信でいつでも見
　れるようにする。

産業

・観光を中心にとして、生きがい対策に
　繫げて欲しい。
・活力ある産業、商業、観光振興。
・収入が増える仕事がない。

・新しい花巻産をつくる（組織も）
・ＩＬＣの誘致を促進し関連会社を呼び
　込む。

農業

・農業の技術を学べる環境を。
・新しい技術を取り入れやすくする。
・後継者の不足の解消。
・圃場整備が進んでいるが、後継者不足
　が課題。
・中山間農業の維持が難しい。
・耕作放棄地や休耕田が顕著。
・小山田地区の共同作業が高齢化により
　大変になってきている。

・農業は地域の財産として消費者との交
　流など活発化させる。
・問題解決のため、地域の話し合いの活
　発化、先進地視察を計画する。
・宮沢賢治が農学で生きたことをアピー
　ルし、新しい観光のポイントになるよ
　うに取り組む。
・国の施策として魅力ある農業を（価格
　保障等）
・農地集約を促進し法人化を図る。
・圃場整備を促進する。
・女性も参画できる仕組み作り。



分類 課題と感じていること どうすれば解決に向かえるか

まちづくり

・言いたいことを言い合える場所がな
　い。
・新しいことに挑戦する雰囲気が弱い。
・わくわくすることが少ない。
・地域や集落の祭りや行事ができなく
　なっている。

・地域イベント会社をつくる。

空家
・小山田の空き家問題が顕著。
・支障木の問題。

・空き家バンクの充実。
・行政が空家を借り修繕して貸し出す。
・空家を気軽に提供できるシステムを考
　える。
・簡易な修繕に助成を可能とする。

獣害鳥獣
・農作物への被害が顕著。
・熊が怖くて夜間帯の散歩ができない。

・捕獲後の処理場の整備。
・鉄柵の補助。
・ハンターの育成費用を助成する。
・ジビエ講習会を開催する。
・獣害アドバーザーを増員する。

消防団 ・消防団のなり手が少ない。
・機能別消防団の増員。
・消防団の統合の促進。


